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木村恵介

1 . はじめ に

本稿は ､ 現代中国語 ( 北京語) の 動詞を内的な時間構造から分類した先行研究を検討し ､ 中国語動

詞の 意味構造を記述するための予備的考察を行うこ とを目的とする ｡ そのため に ､ 金子(1 9 9 5 ,

2 0 0 3
2

) の 時間論理モ デル を導入する ｡ さらに ｢ 静態動詞+ とで も呼べ るような (類型的) 意味を持っ

た動詞群の 意味構造を明らかに する こ とを目的とする ｡ 先行研究として ､ 荒川(1 9 8 1) ､ 句(1 9 8 1) ､ 郭

(1 9 9 3) ､ 彰(2 0 0 0) を概観する｡

2 . 荒Jll(1 9 8 1) の動詞分類

荒川 は二 項対立 する諸概念を用 い て動詞を分類して い る｡
注 1

そ の諸概念とは ｢動作/ 状態+ ､

｢ 変

化/ 静態+ ､

｢ 形態/ 移動+ ､

｢ 行為/ 結果+ である｡ ｢ 変化/ 静態+ の ｢変化+ とは ､ よく日本語

の アス ペ クト研究で用 い られる ｢ 動作動詞/ 変化動詞+ の それで はなく ､ 起動相が表すような意味の

こ とを指して い ると思われる ｡ ｢ 静態動詞は静態を表わすの が主で ､ その 静態に移る変化 (過程) 香

積極的には 表わざない + (p . 7) と言 っ て い る こ とからも明らかだろう｡

荒川 は ｢ 静態動詞+ の例として
"

坐 , 嫡, 軌 臥 , 噂
''
｢ 座る､ 横になる､ 立 つ ､ 腹ば い に なる ､

し やがむ+ を挙げて い る ｡ これらや後述する彰(2 0 0 0) を見て も分かるように ､ ｢ 静態動詞+ に は人

( 有生物 ､ 活動体) の姿勢や体勢を意味として表す語がほとん どのようである｡ 逆に言うと ､ 中国語

で は姿勢 ･ 体勢を ｢静態動詞+ 的な意味構造として 言語化して い るの かもしれない ｡
｢ 静態動詞+ と ｢状態動詞+ の違い は､ ｢ 静態動詞+ が動量詞をともなえば命令を表す文に使うこ

とがで きる ところにある ｡

(1) 件再坐
一

会ノL口巴o ｢ もう少し腰を掛けて い っ た ら - もう少しゆ っくりして い っ た ら+

(2) 体嫡
一

会)L 軟歌口巴｡
｢ しばらく横になっ て休んだら+

(荒川 1 9 8 1 : 7)

しかし
､ 荒川 に よる と､ 基本的に ｢静態動詞+ は動作終結後 (起動後) の その体勢が保持された状

態 (結果状態) を表す｡ 動作 (起動､ 荒川の言う ｢変化+ ) を表すために は ､
`

簡起釆
''
｢ 立ち上が

る+ ､

"

坐下 ( 莱)
”

｢ 座る+ ､

``

坐起来
”
｢ (寝た状態から座っ た状態 へ) 起き上 がる+ と いう形

に しなければならない ｡

3 . 考(1 9 81 ) の動詞分類

弓(1 9 8 1) はある特定の環境に おける動詞を分類して い る｡ 次の ような三 つ の文型で使われた ときに

実現する意味の違い によ っ て動詞を分類して い るの である｡

(3) C l : Ⅴ＋T 看三 天 ｢三 日間見る+

C 2 : Ⅴ十 了 十丁 看了三天 ｢三 日間見た+

1

荒川の 言うカ テ ゴ リとは
｢語嚢的なもの で あ っ て か つ 形態的

う カテ ゴ 1) も ほ ぼ同じ意味で用 い るo

･ 文法 的なも のとからみあ っ た もの+ (p . 1) だ が ､ 本稿で嘗
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C 3 : Ⅴ十(了)十 T ＋ 了 看 ( 了) 三天 了 ｢三 日間見た+ ( 最初の
"

了
''

は 随意)

( 考 1 9 8 1 : 8 6)

まず､ 動作の 結果の 持続を表すア ス ペ クト接尾辞
"

一

着
''

が付くか否かで 二 つ に分ける ｡
``

一 着
”

が

付き得ない動詞 を ｢ 非持続性動詞 ( V a と表記) + と呼び､
"
一

着
''

が付き得る動詞を ｢ 持続性動詞

( V b と表記) + と呼ぶ ｡

V a は(4) の ように単独 で はC l ､ C 2 で使えない ｡ それ に対し､ V b は(5) の ように 単独 でC l ､ C 2 で使

うこ とがで きる｡

(4) a .
*

死 三 天 ｢
*

三 日間死ぬ+

b .

*

他死了三天
｢ * 彼 は三 日間死んだ+

(5) a . ( 返本弔) 看三天 ｢ ( こ の本は) 三 日間読む+

b . ( 返本弔) 看了 三天 ｢ ( こ の 本は) 三 日間読んだ+

( 同: 8 6)

V a は､ (6 , 7) の よう に単独で もC 3 で は使うこ とが で きる . また ､ (8)
-

(l l) の よう にC l ､ C 2 が複文の

従属節である場合に も使う こ とがで きる ｡ その とき に は､ 《動作が完了して から の経過時間》 を表

す ｡

(6) 巳生死了三天了
｢死んで もう三 日になる+

(7) 手蓑巳壁書了両天 了
｢腕時計をなくして 三 日になる+

(8) 剛死
一

天就火化了
｢ 死んで 一

日経 っ ただ けで埋葬L た+

(9) 手表書両天又我着了 ｢腕時計をなくして 二 日して また見つ けた+

(1 0) 剛死 了 一 天就火化 了
｢死んで

一

日経 っ ただけで埋葬した+

(l l) 手表書了両天又浅着了
｢腕時計をなくして 二 日して また見 つ けた+

( 同: 8 7)

V b をざらに 二 つ に分ける Q C 3 で用 い た ときに多義性を持たない 型を ｢ 強 い持続性動詞 (V b l と表

記) + ､ 多義性 を持つ 型を ｢弱 い 持続性動詞 ( V b 2 と表記) + とする ｡

V b 2 をC 3 で用 い ると､ (1 2 , 1 3) の ように 《動作開始からの経過時間》 と 《動作終了か らの経過時

間》 とv ) う二 つ の 意味を持ち得るo い っ ぽう､ V b l をC 3 で用い る と､ (1 4 , 1 5) の ように 《動作 ･ 行為

の 持続時間》 の み を表し､ 二 つ の意味を持ち得ない ｡

(1 2) 吃了半十紳共了
｢ 食べ (始め) て半時間に なる/ 食べ (終え) て半時間に なる+

(1 3) 招了半十紳共了
｢掃除をし (始め) て半時間に なる/ 掃除をし (始め) て半時間に な

る+

(1 4) 等了 三天 了
｢三 日間待 っ た+

(1 5) 坐了半天了
｢
しばらく座 っ て い た+

( 同)

v b 2 はさらに 二 つ に分 けられるo C l で用 い られた ときに ､ 一 義的に ≪動作 ･ 行為の 持続≫ を表す

類をV b 2 1 とする ｡ また ､ C l で用 い られた ときに 二義性を生じ ､ 《動作
･ 行為の 持続》 ((1 8 a ,
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1 9 a)) とともに 《動作
･ 行為がもた らした状態の 持続》 ((1 8 b , 1 9 b)) をも表す類をV b 2 2 とするo

娃2

(1 6) 送本弔看三天
｢ こ の本ほ 三日間読む+

(1 7) 我躍 倖硯
一

会ノL
｢ 君とち ょ っ と話そう+

(1 8) a . 達也多肉 , 要腫三天オ能騰完
｢ こんなに多くの 肉を塩漬け ( し終え) るの に三 日は か

かる+

b . 雁三 天就可 以吃了
｢ 塩漬けして 三 日経 っ たら食べ られる+

(1 9) a . 桂半天オ桂上去 ｢ しばらく掛けて や っ と掛か っ た+

b . 剛撞半天就摘下来了
｢ しばらく掛けただ けで外した+

( 同: 8 8)

以上の分類をま とめて L めすと次の ように なる ｡

(2 0) V a - -

"

死
”

類 ( ｢ 非持続性動詞+ )

V b : V b l ･ ･ ･ ･ ･ ･

"

等
”

類 ( ｢持続性動詞+ ｢ 強い 持統性動詞+ )

V b 2 : V b 2 1 - - -

"

看
”

類 ( ｢弱 い 持続性動詞+ ｢
一 義的+ )

V b 2 2 - - -

"

珪
”

類 ( ｢ 弱い 持続性動詞+ ｢ 二義的+ )

V a に属する語に は､
``

死 ｢ 死ぬ+ , 併
｢負傷する+ , 断

｢ 断 つ+ , 煉
｢消える+

動詞+ と言 っ たときに想起ざれるような意味を持っ た語が含まれる ｡ また､
"

莱

く+
”

と い っ た ｢移動動詞+ 早
"

看兄
｢ 見える+ , 祈兄

｢聞こ える+
''

と い っ た

”

など､ ｢ 変化

｢ 来る+ , 去
｢行

｢動作＋結果+ 型の

複合動詞 ､
"

起来
｢起きる+ , 上来

｢ 上が っ てくる+
''

などの ｢ 方向動詞+ を組み合わせた複合動詞

が含まれる o
泳=与

V b l に属する語に は ､

"

等
｢待 つ +
.
, 紛
｢待ち望む+

”

と い っ た どちらか という と心理的な活動が

主体の動作を意味する語､
"

坐 ｢座る+ , 錆
｢ 立 つ + , 嫡

｢横になる+
”

な どの 人 (有生物､ 活動

体) の 姿勢 ･ 体勢を表す語､
"

妹
｢ 逃げる+ , 避

｢避 ける+ , 防 ｢ 防ぐ+
''

と い っ た消極的な動作を

表す語､

``

凍
｢握る+ , 握

｢ 握る+ , 捨
｢ 手で覆う+

''

と い っ た動作完成後の状態を保持する こ とが

主眼となる動作を示 す語などがある｡ また ､
二音節の 動詞も多く含まれ､

``

呼啄
｢ ふうふう言う+ ,

暗噺
｢ ぐら ぐら言う+ , 噺噴

｢ ぶ つ ぶ つ 言う+
”

と い っ た ｢言 い 方+ を示すような動詞もある ｡

v b 2 1 に属する語に は ､

"

看
｢見る+ , 折

｢ 聞く+ , 硯
｢ 話す+ , 学

｢学ぶ+
”

とい っ たほ とん ど

の行為動詞が含まれる｡ また ､

"

殻
｢献く+ , 磁

｢ ぶ つ かる+ , 捧
｢投げ付ける+

”

と い っ た対象に

働きか けはするが対象の変化は含意して い な い ｢接触 ･ 打撃動詞+ もこれ に所属する ｡

v b 2 2 に は､
"

桂
｢ 掛ける+ , 接

｢ 並 べ る+ , 摘
｢置く+

”

な ど対象の位置変化を表す動詞 ､

``

穿

｢着る+ , 戴 ｢ かぶる+ , 披 ｢ 羽織る+
”

などの動作によ っ て対象が主体に付着する ｢再帰的+ な意

味の動詞な どが所属する｡

こ の分類で ､ 荒川の ｢静態動詞+ に対応するような動詞はV b l に属する動詞の
一 部にある o 葛に よ

れば
､
これ らの動詞は 卜完了】[ ＋持続】という特徴を付与ざれて い るo 卜 完了】というの は､ 瞬間的に

完了する動作を表ざない とい うこ とを示 して い る｡

v b 2 1 とV b 2 2 は
"

者
”

を伴っ た ときの振 る舞 い も異なる ｡ 前者は
一 義的で (動作

･ 行為の持続) を表す のみ で ある が､ 後者

は 物作 ･ 行為 の持続) を表せ る だけで なく､ 存現文の文型 にお い て そ動作
･ 行為 のもた らした状態 の持続) をも表す ことが

で き るc

注3
葛(1 9 8 1) で 挙げられて い るそ の他の語例 は ､ 本文末尾 に

｢付録A + として附
`して ある o

-
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4 . 郭(1 9 9 3) の動詞分類

郭(1 9 9 3) で は ､ 動詞を ､ そ の意味構造 が
"

起点
''

(起点､ i n c e p ti o n) ､

"

終点
''

(終結点､
fi ni s h) ､

"

鎮段
”

(持続段階､
d u r a ti o n ) をも つ か否か とい う基準に よ っ て ､ 十個に分類して い

るo

そ の分類基準を確かめる テス トとして ､ 次の六 つ をあげて い る o

(2 1) a ･ 完了相の
"

-

7
”

を とるかo とる場合 ､ (i)動作がすで に始ま っ て い る こ とを表すか
､ (ii)

終了 した こ とを表すか｡ - (i) なら起点あり｡ (ii) なら終結点あり｡

b ･ 後ろに時量詞句 ( 時量目的語) をとるか｡ とる場合､ (i)動作の 持続時間を表すか ､ (ii)
動作終了後の経過時間を表すか｡ - (i) なら起点と持続段階あり｡ (ii) なら終結点あり｡

c ･ 持続相の
"

一 着
”

をとるか o
軸
- とる場合

､ 持続段階あり｡

d ･ 時間副詞
"

正 / 正在
”
｢
ち ょう ど - し て い る+ をとるか ｡ - とる場合､ 持続段階あ

り｡

e ･ 経験相の
``

-

辻
”

をとるか ｡ - とる場合､ 終結点あり｡
f ･ a - e の い ずれをもとり得な いか . - 持続を表せるならば

､ 持続段階あり.

まず､ 大きく五 つ の 型 に分類して い る ｡ ざ らに ､ V c を五 つ に ､ V d を 二 つ に下位分類して い る ｡ 分

類の結果は次の 表の ようになる o
琵5

表 に お い て ｢ 十+ とあるの ほ当該の形を取り得る こ とを ､ ｢ -

+
1
とあるの は 当該の形 を取り得ない

こ とを示す｡ ｢I+ は当該の形を取り得て ､ か つ その 形の ときに動作の 持続時間を表すこ とを示す｡
｢F + は当該の形を取り得て ､ か つ その形の ときに動作終了後の経過時間を表す ことを示す｡
こ のようなテス トの結果から分類ざれた各カテ ゴリは､ 次の ような時間的意味を示す｡

V a
"

充限錯拘
''
｢ 無限構造+ は､ 開始時点も終了時点も持たな心 痛 態を表す. V b

"

前限培杓
”

｢ 前限構造+ は開始時点は持つ が終了時点は持たない 事態である ｡ V c
"

双限培杓
”
｢両限構造+ は

開始時点と終了時点とをともに持つ 事態である｡ V d
"

后限結杓
”

｢後限構造+ は終了時点は持つ が

開始時点を持たない 事態を表す構造である . V e
"

点培杓
”
｢ 点構造+ は 開始時点と終了時点が 一 点

に 収束して い る事態を示すo 開始 L た と同時に終了するような ｢折間的+ な事態 を示す構造で ある o

おおまか に言うと ､ 郭の V a とV b ､ それ に V c l とV c 2 の 一 部が い わゆる ｢状態動詞+ にあたるo そ

して
､
V c 3 ､ V c 4 の なかに ｢静態動詞+ にあたる動詞がある｡ ｢ 行為動詞+ とで も呼ベ るような動詞

は V c 5 とV c 4 に分布して い て ､ ｢ 結果動詞+ (動作とそれ による対象の 変化ま で含意する動詞) とV d
は ほぼ 一

対 一 で対応する. V e はほぼ ｢変化動詞 (瞬間動詞) + に対応する o

郭(1 9 9 3 ) は ､ こ こで の
"

者
'

を次 の(a , b) にお ける
`

嘗
'

に 限定して い る｡ (c , d) の ような
`
`

着
”

を排除して い る｡ ( 郭は( c ,

d) の
`

官
'

を ｢ 表示功作貨東后留下的状姦的固定的
〝

着う
”

+ と説 明して い る｡ )

( a) 吃音仮 軌
｢御飯を食 べ て い る と こ ろだ+

(b) ｢1 口坐着
-

十人｡
｢
玄関 口に 人 が

一 人座っ て い る+

( c) 地下扱者
一

双牡｡ r地 面 に靴が
一

足放り投tヂて あ る+

(a) 他労音短笈｡ ｢彼は短髪 にしてあ る+
恥
部(19 9 3) に挙げられ て い る語例 は､ 本文末尾 に ｢ 付録B + として附して ある

｡
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図示 一

了 V 吋量 一 着
荏/

正在
-i亘 例

V a 充 限結杓
→

是 , 等干 , 以カ , 作カ, 当

V b 前限重吉杓
● → Ⅰ

*

Ⅰ 玖現 , 知道 , 熟悉, 当,山

V c 双限結拘
･
→ ●

1 I Ⅰ ＋ 相信, 書淡 , 憧 , 姓, 重視

2 Ⅰ Ⅰ ＋ ＋ 有 , 醸, 信任 , 愛折, 希望

3 Ⅰ, F
*

I ＋ ＋ 坐 , 住, 愛, 柄 , 依革, 酔

4 Ⅰ, F Ⅰ ＋ ＋ ＋ 等 , 端 , 成斗 , 敵, 工作

5 I
,
F Ⅰ,F ＋ ＋ ＋ 吃, 焼 , 樵 , 看 , 修改

V d 后限結拘
→ T

1 F ド ＋ ＋ ＋ 戸生, 提高, 消失 , 増加

2 F F ＋ 十 商汗, 死亡 , 消除, 実現

V e 点培杓
● F F ＋ 莱, 忘, 看兄 , 収到, 升始

*

Ⅰは動作の 持続時間を､ F は動作終了後の 経過時間を意味するこ とをしめすo

表 中国語動詞の過程構造 ( 郭(1 9 9 3 :4 1 3) より)

5 . 彰(2 0 0 0) の
｢ 姿勢動詞+

｢ 静態動詞+ の なかに は ､
人や動物 ( 有生物 ･ 活動体) の 身体が空間内で どの ような形態

･ 様態で

い るか を指ししめす動詞がふ くまれて い る｡ これを仮に
｢姿勢動詞+ とよぶ ｡

彰(2 0 0 0) は ､ ｢ 姿勢動詞+ に 関する日中対照研究で あるが､ たとえば､ ｢ 姿勢動詞+ の次の ような

特性があげられて い る｡

(a) その 姿勢に移る動作を表すに は､ 動詞に ｢方向補語+ を つ けたり､ 動作の方向をしめす前置詞句

( ｢介詞十方位詞+ ) を前置する必要がある ｡

(2 2) 他正造王嫡 軌
｢彼は横になろうとして い るとこ ろだ+

(2 3) 我イロ都塵王墓｡
｢ 私た ちは皆うずくま っ た+

(彰 2 0 0 0 : 5 2)

b)
"
二者

”

が つ い て いなくても ｢姿勢の持続+ を表すこ とが できる｡

c) ｢ 所在文
注6

･ 存在文
注7

+ に用い る こ とがで きる｡

( 2 4) 堆堆安静静地嫡在那)L o ( 佑
一

重対温柔妥跡)
｢維維は静か にそ こに横たわ っ て い る+

(2 5) … … 屋里坐着
一 十中年男人 , ‥ ‥ ‥ ( 作家文摘 19 9 7 .1 0 .3)

｢ 部屋の 中に はひ とりの中年男性が座 っ て い て - ･ -

+

((2 4) は同: 6 1 ､ (2 5) は同: 6 3)

鮎 ``

名詞 (動作主体) ＋Ⅴ在＋場所詞/ 名詞＋方位詞
''

と い う構造で ､ 《特定の主体がある場所にあ

る様態で存在して い る》 こ とを表す構文｡
注7 "

場所詞/ 名詞＋方位詞＋Ⅴ着＋名詞( 存在主体)
''

と u う構造で ､ 《不特定の主体がある場所に

ある様態で存在して い る》 ことを表す構文｡
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(d)
"

Ⅴ到十場所詞/ 名詞＋方位詞
”

で移動を表す｡

(2 6) 母寮坐到小折床辺 , ‥ . . ‥ ( 停
一

重対温柔妥抄)
｢母親は折ちゃ んの ベ ッ ドの そば へ 座る と - I

-

+

( e)
"

Ⅴ (了) ＋時量詞 ( 了)
''

で ｢ 姿勢の 持続時間+ を表す｡

(2 7) /J ､ 折父素在床上
-

嫡就三年｡ ( 体
一

重対温柔妥坊)
｢ 折ちゃんの お父 さんほ 一 度 ベ ッ ドに寝る と三年はその ままだ+

( 同: 6 5)

( 同: 6 7)

ただし､ こ の特性は ｢姿勢動詞+ に はあて はまるもの の ､ ｢ 静態動詞+ 全体にはあて はまらな い ｡

(a) は
｢姿勢動詞+ 以外 にはあて はまらない ｡ ただ し､ ｢ 姿勢動詞+ 以外に はこ の形がとれない とい

う こ とで はない ｡ ｢ 姿勢動詞+ 以外で は 一 般に
"

- 起来
''

は 《起動》 ､

"
一

下来
”

は 《継続》 とよ びう

るような意味に なる ｡ ただ し､ 個々 の動詞に よ っ てイ ディ オ ム的な意味に変化して い る場合もある｡
｢ 姿勢動詞+ に つく ｢ 方向補語+ も､ ｢ 方向補語+ の

一 般的な意味として 記述で きるの かは興味ある

問題である｡

(b) は ｢ 変化動詞+ や ｢結果動詞+

も､
"

て
”

を つ けて 《結果の 持続》

動作の 開始と完了とを両方表せる ｡

( c) の
｢ 所在文 ･ 存在文+ のうち ､

詞+ ､

｢ 行為動詞+ ､

｢ 結果動詞+

と共通する性質である｡ ｢ 姿勢動詞+ 以外の ｢ 静態動詞+ で

を表すこ とが で きる｡ (郭(1 9 9 3) の V c 3 ､ V c 4 ､ V c 5 が
` `

て
”

で

)
｢ 存在文+ は､ ｢ 静態動詞+ の みで なく ｢状態動詞+ ､

｢ 変化動

が とる こ とが で きる ( 李 1 9 8 6 : 7 3 - 9 1) o
つ まり､ ある動詞が

｢存在文+ をとれ るか 否かは､ 動詞の ア ス ペ ク ト的意味とは非関与的で ありそう である ｡ 所在文に関

して はまだ調査不足である｡

(d) は､ ｢ 姿勢動詞+ に 限らず主体や客体の 移動を含意する動詞であれ ば可能で ある ｡ 例えば､
"

釆到人群之中
''
｢ 人込みの なか へ や っ て来る+ ､

"

搬到
-

楼
”
｢ 一

階 へ 運ぶ+ ､

"

抱到l
､

1 口
''
｢ 入

口まで 抱えて い く+ な どの例がある｡

( e) は､
｢ 姿勢動詞+ の ほか にV b ､ V c の動詞で動作の持続時間を表すこ とが で きる ｡

6 . 金 子( 2 0 0 3) の モ デル による記述

うえで見て きたような動詞の サ ブカテゴ リの それぞれ の意味構造は､ どの ように記述で きるであろ

うか ｡

その記述の ための枠組み として ､ 金子(2 0 0 3) による時間モ デル を導入する ｡ こ の意味記述モ デル

は ､ 動詞の意味構造を時間構造の 側面か ら記述す
.
る の に最適である と思われる o

まず､ 最も細かく動詞 を分類 して い る郭(1 9 93) を記述の 対象とし ､ 郭が述 べ て い る意味特徴を金子

モ デル に機械的に置き換 えて みる ｡

金子モ デル で は､ 事態 (状況) を ｢前状況+ ｢表示状況+ ｢後状況+ の 三段階に分ける｡ 郭の 言う
｢起点

一

(i n c e p ti o n) + を持つ とい うこ とを金子の言う ｢表示状況+ が ｢前状況+ に対して 閉じて い

る (# Ⅴで表記) という土とだ とパ ラフ レ
ー ズする o 同様に､

｢ 終結点 (fi n is h) + を持つ とい うこ と

は ､
｢表示状況+ が ｢後状況+ に如して 閉じて V ) る ( Ⅴ#) とする o ｢ 持続段階 (d u ra ti o n) + を持

-
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つ と い うこ とは ､

｢ 表示状況+ が ｢ 経読相+ である ( V (d u r)) とみなす｡

郭はテス ト間に階層 (強弱) を持たせ て い な い ｡ テス トに合致する数の多少で ､

｢ 持続段階+ 性の

大小 や ｢ 終結点+ 性の 示して い る ｡ こ こ で は ､ ｢ 継続段階+ を持つ か持たない か ､

｢ 起点+ ｢ 終結

点+ を持 つ か持たない か ､ と い っ たデジタル な情報のみを取り出す ｡ そうで ない と ､ 金子モ デ ル に載

せ づら い という理由が ある o

郭に よる と､ V a , d , e は
｢ 起点+ を持たない ので ､ 金子モ デル で は ｢

*

Ⅴ+ となる ｡ つ まり､ 左に開

い て い る こ とに なる｡ V e 以外は ｢ 持続段階+ を持つ の で ｢ Ⅴ(d u r) + となり､
V e だ けが ｢ V( m i n) + と

なる ｡ V a , b は
｢ 終結点+ を持たない の で ｢ Ⅴ

*

+ となる｡

以上 をま とめると､ (2 8) の ように なる ｡

(2 8) V a :
*

Ⅴ(d u r)
辛

V b : # Ⅴ( d u r)
辛

V c : # Ⅴ(d u r) #

V d :
*

Ⅴ(d u r) #

V e:
*

Ⅴ( m i n) #

- - ｢ 状態動詞+
- - - 多く は ｢ 心理動詞+

｢ 活動動詞+

｢ 達成動詞+
｢到達動詞+

所属する語例から見ると ､
V a は V e n dl e r分類で いうところの st at e s

｢ 状態動詞+ にあたる ｡ V b は 多

くは い わゆる
｢心理動詞+ であり､ ｢ 状態動詞+ の

一 種で はあろうが､ 時間構造か らは規定が難し

い ｡ V c は
｢ 典型的なa cti v iti e s ｢ 活動動詞+ で ある ｡ V d はa c c o m plis h m e n t s

｢ 達成動詞+ で ､ V e は

a c h i e v e m e n t s ｢ 到達動詞+ で ある｡

金子に よる記述と大きな甑磨を来すの は V b とV d ､ V e であろう｡

金子は ｢感じる､ 思う､ 見える ､ 聞 こ える+ と い っ た い わゆる
｢感覚動詞+ や､

｢ 愛する ､ 信じ

る
､ 嫌う+ と い っ た い わゆる ｢心理動詞+ をそれぞれ

｢ * Ⅴ(d u r)# + ｢
*

Ⅴ(d u r ( a ct))# + の ように表記

して い る o
舶 ｢ 表示状況+ の左に開も) て い て 右に閉じて い るの で ある . い っ ぽう､ 郭の 記述を機械的

に金子モ デル に移すと
｢# Ⅴ(d u r)

*

+ となり､ ち ょう ど金子の記述と鏡像を成すo つ まり､
｢ 表示状

況+ の左に閉じて い て右に は開いてい る｡

v d に つ い て も同様の ことが言える Q 金子は
｢ 消す､ こわす､ 曲げる+ と い っ た

｢ 達成動詞+
珪9
を

｢# v(d u r ( a ct)) # e ffJ の ように記述して い るo つ まり､

｢ 表示状況+ の左右に閉じて い る訳である

が
､ 郭の記述を機械的に金子モ デル に移したもの で は

｢ * Ⅴ(d u r) # + となり､ 左にF恥 ) て い る ことに な

る｡

さらに V e に つ い て も､ 金子は ｢ 瞬間相+ の動詞を ｢ # Ⅴ( m i n) # +
｢# Ⅴ( m i n (a ct)) # e 軌

｢ # Ⅴ( m i n)
*

r e s + 等と記述 して い る . つ まり､
｢ 表示状況+ の 左には閉じて い るの であるo しか L ､

郭 によるとV e は
｢起点+ を持たない の で ､ (2 8) の ように

｢
表示状況+ の左に開い た形になる ｡

こ の違 い はなぜ生じるの か｡ おそらく ､ 郭のテス トに用い られた基準によるの だろう ｡. 郭
の テス ト

に用 い られた基準(2 1) の
一 部を次に再掲する｡

(2 9) a . 完了相の
"

て
”

を とるか｡ とる場合､ (i)動作がすで に始ま っ て い る こ とを表すか､ (ii)

終了した ことを表すか ｡ - (i)なら起点あり｡ (ii) なら終結点あり｡

b . 後ろに時量詞句 (時量目的語) をとるかo 与る場合､ (i) 動作の 持続時間を表すか ､ (ii)

動作終了後の経過時間を表すか ｡ - (i) なら起点と庵続段階あり｡ (ii) なら終結点あり｡

っ まり､ (2 9 a , b) の基準で ともに(ii) を示すとその動詞は
｢起点+ を持たない こ とになる｡ 実療､

8
こ こ で の 金子モデル の表記は ､ 金子(

.
2 0 0 3) ､ p p . 1 2 5 - 1 3 4 の

｢日本語吾桑ア ス ペ クト類型
一

覧+ に よっ て い る D

注9
金子 は ｢ 継続相+ とい う用語を用 い て い る｡
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V d , e は(2 9 a , b) の基準に対して ともに(ii) を とるの で ､

｢ 起点+ を持た ない ことに な っ て い る ｡

L か L ､ 金子 は日本語動詞の 記述に際して ｢開始時点+ を持つ か どうかの 基準を独立 に立て て い

る o 金子(2 0 0 3 : 1 0 0) で は ｢基準a + として ｢ 表示状況の開始+ を持つ か否か を測 る基準を立て て い

る｡ それ によ る と､
' ｢
イ マ Ⅴ ル + と い う形に おい て ､

｢ こ の 形を持たない + 場合は ｢恒常相

(
* *

Ⅴ - ) + であり､
こ の 形で ｢ 表示状況の成立+ を表すときは ｢左開 (

*

Ⅴ … ) + であり､
こ の 形で

｢ 表示状況開始前を表示+ する ときは ｢左閉 ( # Ⅴ ‥ .) + で ある として い る ｡
こ の ような基準を郭は示 して い なし) ｡ だから､ V d , e に関して ｢起点+ を持たな い ､

つ まり ｢ 表示

状況+ の左に開い て い るとい う記述をして しま っ て い るの だろう｡

V b に関して は ､ 中国語の
``

知道
”

や
"

玖班
”

は
､ 日本語の ｢ 知る+ ｢分かる+ に対応するの で は

なくて
､
むしろ ｢知 っ て い る+ や ｢分か っ て い る+ に 対応する状態性の高 い動詞だとする こ とで説明

で きるの で はな い か o

7 .

｢ 静態動詞+ に つ いて

中国語研究の先行文献 で は ､
``

坐
' '

や
"

等
”

な どの
｢静態動詞+ と呼ばれるカ テゴ リは､ ｢ 静態的

な動作+ を表すもの で ､ あくま で ｢ 活動動詞+ の 下位分類という捉 え方をされて い る ｡
｢ 静態動詞+ を動詞の下位分類の

一

類 として 定める根拠は ､ 今の ところ次の 通りである ｡

(a)
｢ 静態動詞＋

"

者
' '

+ の意味が､ ｢ 活動動詞＋
`

宥
'

+ の意味と異なり､･ 《結果の持続》 とで もと

らえる べ きである こ と｡ ( 日本語の アス ペ ク ト論等を参照｡ 金田 一

(1 9 50) は ､

｢ 立 つ + を
｢ 瞬間

動詞+ として い る｡ ただし ､ ｢ 笑う+ は ｢継続動詞+ 0 )

(b)
｢ 活動動詞+ や ｢達成動詞+ と異なり､ はだか の動詞その もの の意味は動き で はなく状態を表し

て い る こ と｡ しか L ､ こ れ は
｢静態動詞+ の なかの ｢ 姿勢動詞+ の みに該当する ｡

葛(1 9 8 1) で は､
``

動詞＋時量詞
”

の意味が 《動作終了からの経過時間》 を表せ ない ､ と い うこ とが
｢静態動詞 ( V b l) + をその ほかの動詞類か ら分ける基準であ っ た｡ しか し､ 郭(1 9 9 3) で は ､ そ の基

準は必要条件で しかなく､ 十分条件で はな い ｡
``

相信
” ｢ 信じる+ や

"

愛折
”
｢ 愛護する+ と い っ た

動詞も同じ基準を満たすが ､
ふ つう これ らは ｢静態動詞+ とは呼ばれない ｡ 郭の 分類で は ､

｢ 静態動

詞+ (ある い は ｢姿勢動詞+ ) だけが所属する類とt ) うの は存在しな い o した が っ て ､

｢ 静態動詞+

に固有の意味構造 を記述する の は ､ 今の とこ ろ難 L い ｡ 今後の 課題 とした い ｡

参照文献

荒川清秀(1 9 8 1) ｢ 中国語動詞に みられる いく つ かの カテ ゴリ ー

+ 町費知大学文学論叢』 6 5 , p p . ト2 5 .
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付環A

考(1 9 8 1) に挙げられて いる語例

V a : 死
｢ 死ぬ+ , 坊

｢ 負傷する+ , 断
｢ 断 つ + , 塩 ｢ 消す+ , 完

｢終わる+ , 了
｢ 終える+ , 去

｢
な

くす+ , 来 ｢ 来る+ , 去 ｢行く+ , 回
｢ 戻る+ , 到 ｢ 着く+ , 坊

｢ 崩れる+ , 優
｢ 分か る+ , 辛

一 ｢ あた る+ , 人 ( 入党)
｢
入 る ( 入党する) + , 立 ( 立春) ｢ 立 つ ( 立春に なる) + , 敬 ( 敬

会) ｢ 解散する ( 閉会す る) + , 免 ( 免顎) ｢ 免ずる ( 免職する) + , 潤 ( 溜達)
｢
逃 げる (逃

げ去る) + , 熟 ( 熟了
一

散敏) ｢ 熟する ( 御飯がで きた)

せる ( 合併する) + , 落 ( 落仇) ｢ 下が る ( 値が下がる)

る) + , 没 ｢沈む+ , 埼 ｢ 崩れる+ , 忌
｢
忌む+ , 知道

｢許す+ , 倉井
｢合併する+ , 出現

｢嫁 ぐ+ , 投降
｢ 投稿する+ , 提接

着兄 ｢ 見える+ , 祈兄 ｢ 聞 こ える+

ける+ , 赤成
｢成し遂げる+ , 画成

る+ , 学会
｢
マ ス タ

ー

する+ , 釣着

｢ 出現する+ , 成立
｢ 抜擢する+ , 結束

+ , 赦
｢ 負ける+ , 罪 ( 合井)

｢
合 わ

+ , 普 ( 結婚) ｢ 結ぶ ( 結婚す
｢知 っ て い る+ , 明白 ｢ 分かる+ , 原涼
｢成立する+ , 批准 ｢許可する+ , 出嫁
｢ 終了する+

遇兄 ｢ 会う+ , 解升 ｢解く+ , 寓升 ｢離れる+ , 分升
｢分

｢措く+ , 記住 ｢覚える+ , 提出
｢提出する+ , 修好

｢ 直
｢釣れる+ , 吃飽 ｢充分食べ る+ , 叫醍

｢ 起こす+ , 写完
｢書き終える+ , 干完

■｢
し終える+ , 硯明白

｢ は っ きりと言う+ , 打招干浄
｢
きれ い に掃除す

る+ , 起来
｢起きる+ , 上来 ｢ 上 が っ て くる+ , 速来

｢
入 っ てくる+ , 出来

｢ 出て くる+ , 回来
｢帰 っ てくる+ , 上去

｢
上が っ て い く+ , 下去

｢降りて い く+ , 出去 ｢出て い く+ , 進出
｢
入 っ

て いく+ , 回去
｢帰 っ て い く+

V b l : 等 ｢待 つ + , 紛
｢ 待ち望む+ , 坐

｢ 座る+ , 鈷
｢ 立 つ + , 綱

｢ 横に なる+ , 藤
｢寝る+ , 敬

｢休む+ , 病
｢ 病気になる+ , 巽 ｢泣く+ , 笑

｢笑う+ , 恨
｢恨む+ , 怒 ｢我慢する+ , 阿

｢ 閉

じ こもる+ , 菅
｢ 取り締まる+ , 妹 ｢逃げる+ , 避

｢ 避ける+ , 防
｢
防ぐ+ , 当 ( 当班濃)

｢担

当する (班長になる) + , 演 ( 核他十挟掛
｢借金する (彼に1 0 元借りがある+ , 想

｢
思う+ ,

打
｢ 見 つ める+ , 玩ノL

｢ 遊ぶ + , 迫
｢追う+ , 膿

｢
つ い て い く+ , 上 ( 上学)

｢通う (学校に通

う) + , 占
｢ 占める+ , 使

｢使う+ , 用
｢用 い る+ , 住 ( 住平鹿) ｢住む (平屋に住む) + , 捧

｢握る+ , 擾
｢握る+ , 括

｢ 手 で覆う+ , 捧
｢手を貸す+ , 柱 ｢ つ く+ , 扶

｢寄りかかる+ ,

｢ 抱く+ , 抱
｢抱く+ , 挺 ｢突き出す+ , 吊

｢ 吊るす+ , 急 ｢ 掛ける+ , 揖
｢探す+ , 罪 ( 葬

鴻) ｢ 育て る (鶏を育て る) + , 凍
｢腹が張る+ , 慣 ( 慣亥子) ｢ 甘やかす (子供を甘やか

接

す) + , 捷 ( 摸伐)
｢ 溜める ( お金をため る) + , 陪

｢ お供する+ , 玲 ｢番が回 っ て くる+ , 慕
｢被る+ , 特

｢ 回る+ , 掩
｢ 水浸しになる+ , 拾

｢
あげる+ , 拳 ( 挙手) ｢挙げる ( 手 を挙げ

る) + , 端
｢持 つ + , 押

｢押さ える+ , 帝
｢手伝う+

呼啄 ｢ ふうふう言う+ , 暗聯 ｢ ぐらぐら言う+ , 朴騰
｢
ドキドキする+ , 噺療 ｢ ぶ つ ぶ つ 言

ラ+ , 琢磨
｢吟味する+ , 尋思

｢
考える+ , 青鬼

｢探し求める+ , 端相 ｢念入りに眺める+ , 打

量 ｢目謝する+ , 移噴
｢震える+ , 抽搭

｢ すすり泣く+ , 忙括
｢忙 しくて ばた ばたする+ , 照廊

｢ 面倒を見る+ , 流行 ｢ はやる+ , 陪伴
｢ お供す る+ , 湊合

｢歩み寄る+ , 就合
｢ 折り合う+ ,

培葬
｢ 養成する+ , 注意 ｢ 注意する+ , 担心

｢心配する+ , 心痔
｢ 心が痛む+ , 菟柾

｢濡衣を着

せる+ , 便喚
｢言 い 付ける+ , 耽壊

｢ 手間どる+ , 重夏
｢重複する+ , 塵持 ｢ 堅持する+ , 磨研

｢く どく ど言う+ , 耽摘 ｢遅れ る+ , 研曙
｢ く どく ど言う+ , 操持 ｢切り回す+ , 担任

｢担当す

る+ , 誰夢
｢世話をやく+

V b 2 1 : 看 ｢見る+ , 折
｢ 聞く+ , 悦 ｢話す+ , 学

｢学ぶ + , 同
｢ 訊く+ , 教 ｢教える+ , 叫

｢ 叫

ぶ+ , 改
｢改める+ , 倣 ｢ やる+ , 干

｢ する+ , 造
｢作る+ , 査

｢ 調べ る+ , 砂 ｢言 い 争
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う→ , 買
｢ 罵る+】, 打 ｢ 打 つ+ , 接

｢
殴る+ , 倫

｢ 盗む+ , 掩 ｢ 奪う+ , 掩
｢ 掘る+ , 抽

｢
吸

う+ , 漬
｢ 演じる+ , 洗

｢ 洗う+ , 刷
｢ 磨く+ , 測

｢濯ぐ+ , 酒 ｢ 撒く+ , 招
｢掃く+ , 擦

｢ 拭く = 涜
｢ (水 を) やる+ , 摘 ｢ 摘む+ , 拾

｢ 拾う+ , 修
｢ 直す+ , 翻

｢
ひ っ くり返

す+ , 掠
｢引く+ , 捜

｢引 っ 蘇る+ , 推
｢押す+ , 努

｢切る+ , 裁
｢ 裁 つ + , 尉

｢ 注 ぐ+ , 百
｢汲む+ , 抹

｢塗る+ , 吃
｢ 食 べ る+ , 喝

｢飲む+ , 誉 ｢ 味わう+ , 脊
｢ 誉める+ , 城 ｢ 呼

ぶ+ , 抹 ｢拭く+ , 弄
｢
や る+ , 菌 ｢穴 をあける+ , 花 ｢費や す+ , 削

｢ 削る+ , 要
｢ 要

る+ , 求 ｢ 求める+ , 冥
｢ 買う+

商量
｢相談する+ , 告訴

｢ 教える+ , 分析 ｢ 分析する+ , 比戟
｢比較する+ , 研究

｢研究す

る+ , 介頚 ｢ 紹介する+ , 挙行
｢行う+ , 批坪

｢批判する+ , 蓑播
｢
誉める+ , 答庄

｢ 答え

る+ , 安慰
｢慰める+ , ｢ 播

｢ 放送す る+ , 座付
｢対処する+ , 咳轍

｢ 咳をする+ , 収拾
｢
片

付ける+ , 叩登 ｢繰り言を言う+ , 翻騰 ｢ 引 っ 掻き回す+ , 料落
｢ 叩き落とす+ , 打田

｢掃除

する+ , 机技
｢掻き分ける+

敵
｢ 寂く+ , 磁 ｢ ぶ つ かる+ , 捧 ｢ 投げ付ける+ , 欲

｢
切る+ , 砺

｢ 突く+ , 折
｢ 投げる+ ,

投 ｢投げる+ , 内
｢ 光る→ , 跳

｢飛ぶ+ , 廟 ｢跳ねる+
? 濁

｢蹴る+ , 射 ｢ 射る+

V b 2 2 : 桂 ｢掛ける+ , 摸
｢ 並 べ る+ , 摘 ｢置く+ , 摘

｢ 差す+ , 姑
｢貼 る+ , 盛 ｢盛る+ , 装

｢積み

込 む+ , 雁
｢塩漬けにする+ , 輔 ｢敷く+ , 鎖

｢ 鍵をかける+ , 升
｢ 開く+ , 夫

｢閉める+ ,

包 ｢包む+ , 掴
｢
くくる+

, 郷
｢くくりつ ける+ , 墳

｢埋める+ , 蓋 ｢覆 い被せ る+ , 秤
｢植

える+ , 栽
｢植 える+ , 塞

｢塞ぐ+ , 蹄
｢押し合う+ , 牒 ｢ 踏む+ , 舎

｢取る+ , 穿
｢ 着

る+ , 戴
｢ かぶ る+ , 披 ｢ 羽織る+ , 琉

｢ 琉く+ , 孔 ｢巻き付ける+ , 煮
｢結ぶ+ , 梁 ( 皮)

｢ ( パ ー

マ を) か ける+ , 壊 ( 牙)
｢ ( 入れ歯を) はめる+ , 写

｢ 書く+ , 印
｢ 印刷する+ ,

畳
｢畳む+ , 点 ( 炉子) ｢ ( ス ト ー ブに) 点火する+ , 壊 ｢縫う+ , 存

｢預ける+ , 支 ( 支上
-

板木共)
｢支える■(

一

本の 木で支える) + , 楓
｢ レ ン タル する+ , 借賃

｢賃借する+

付録B

郭(1 9 9 3) に挙げられて い る語例

V a :
"

売 限結杓
”

- ･ - 条件fをみたす動詞は､ 持続段階の みをもつ ｡

是 ｢ - で ある+ , 等干
｢ - と等し い+ , 以カ ｢ - とみなす+ , 作カ

｢ - とする+ , 像
｢ - と

似て い る+ , 舎得
｢ 惜しくない + , 能移 ｢ - で きる+ , 敢

｢ 思 い き っ て - する+ , 企 国 ｢ 企

て る+ , 氾得
｢覚えて い る+ , 需要 ｢要る+ , 億得

｢ - に見合う+ , 忌汁
｢合計する+ , 並

得
｢ - の ように 見える+ , 在 ｢ い る+

V b :
"

前限培杓
”

･ - - 条件 a(i) ､ b(i) をみたす動詞は､ 起点と持続段階をもつ ｡

仇洪
｢知 っ て い る+ , 玖得

｢ 知 っ て い る+ , 知道
｢知 っ て い る+ , 暁得

｢知 っ て い る+ , 熟

悉I
｢ よく知 っ て い る+ , 了解(I)

｢ 理解して い る+ , 当心,
r 気を つ ける+

V c :
"

双限籍杓
''

- - 少なく とも､ 条件a(i) ､ 也(i) ､ e をみたす動詞は ､ 起点､ 持続段階､ 終結点をも
つ
｡

V c l : 放心
｢安心す･る+ , 害伯

｢怖がる+ , 憧
｢ わかる+ , 忽視

｢無視する+ , 研究イ 重んじ

る+ , 明白 ｢ わか る+ , 軽視
｢軽視する+ , 順仇

｢服従する+ , 漠解 ｢誤解する+ , 善政

-
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｢ 好む+ , 相信 ｢ 信じる+ , 姓 ｢ - を姓とする+ , 掬辞
｢ 擁護する+ , 准許

｢ 許可する+ ,

重視 ｢ 重視する+

v c 2 : 愛折 ｢ 大事に 守る+ , 保持 ｢ 綻持する+ , 保留 ｢保存する ､ 保留する+ , 打算
｢ - する つ も

りで ある+ , 親睦
｢ 付き従う+ , 留心 ｢ 気 を つ ける+ , 紛望

｢ 待ちこがれる+ , 偲版
｢敬服

する+ , 熱愛
｢
心 から愛する+ , 体貼

｢ 細かく配慮する+ , 信任
｢ 信用する+ , 希望

｢願

う+ , 依親
｢ 頼る+ , 指望

｢ 当て にする+

V c 3 : 愛
｢ 愛する+ , 包国

｢ 囲む+ , 病
｢ 病む+ , 承担 ｢ 引き受ける+ ,

｢ 気 に掛ける+ , 訂
｢ 見 つ め る+ , 蒔

｢
L や がむ+ , 妹

｢ 避ける+

｢ ひざまづく+ , 恨
｢憎む+ , 后悔

｢ 悔やむ+ , 墜持
｢
堅持する+

｢ の ばす+ , 率額
｢率い る+ , 限制

｢ 制限する+ , 酔
｢酔う+ , 坐

v c 4 : 蓑漬
｢演じる+ , 猪

｢推量する+ , 担
｢ か つ ぐ+ , 等

｢待 つ+ , 端

｢ 進む+ , 工作
｢ 働く+ , 巽 ｢泣く+ , 芳幼

く+
, 体会

｢ 会得する+ , 想 ｢考える+ , 碑

担任
｢ 担当する+ , 情況

, 美jL t
｢ 気遣う+ , 蹟

, 披露
｢露に なる+ , 伸

｢座る+ , 住
｢住む+

｢ 両手 でも つ+ , 逆行

｢
労働する+ , 恋愛

｢恋愛する+ , 敵
｢ たた

｢ 響く+ , 濁
｢蹴る+ , 蘇

｢読める+ , 笑
｢ 笑

う+ , 追
｢ 追う+ , 歳斗 ｢戦う+ , 戟

｢探す+

v c 5 : 搬
｢運ぶ + , 撤

｢ 取り除く+ , 吃
｢ 食 べ る+ ,

る+ , 改革
｢改革する+ , 回答

｢ 答える+ , 鋸

産す る+ , 添
｢ 加 える+ , 焼

｢燃や す+ , 没汁

｢ 買う+ , 垂
｢ 売る+ , 移功

｢移動する+ , 写

おす+

逮捕
｢ 逮捕する+ , 韓

｢ 落とす+ , 看
｢ 見

｢ の こ ぎりを挽く+ , 欲
｢切る+ , 生戸

｢ 生

｢設計する+ , 生
｢ 生む+ , 噺

｢ 裂く+ , 蛋

｢ 書く+ , 洗
｢ 洗う+ , 摘

｢摘む+ , 修
｢ な

v d :
"

后限結杓
' '

- -
∴
条件 a(ii) ､ b(ii) ､ d ､ e を みたす動詞は ､ 持続段階と終結点をも つ ｡

v d l : 変化
｢変わる+ , 戸生

｢産み出す+ , 出現
｢ 現れる+ , 打破

｢ たたき壊す+ , 改
｢変え

る+ , 改変
｢変わる+ , 改正

｢改正する+ , 恢夏
｢ 回復する+ , 減少

｢減少する+ , 縮小

｢ 縮む+ , 提高
｢上 げる+ , 下降

｢降がる+ , 消失
｢ 消える+ , 形成

｢形成する+ , 増加

｢ ふ える+

v d 2 : 放松
｢
ゆるめる+ , 建立

｢建て る+ , 解放
｢解放する+ , 寓升

｢離れる+ , 死亡
｢滅ぼ

す+ , 凄失
｢ なくす+ , 実現

｢ 実現する+ , 消除
｢取り除く+ , 削弱

｢ 力が弱まる+

V e
"

点籍杓
”

- - - 条件a(ii) ､

来
｢ 来る+ , 草地

｢なくす+ , 友明

断
｢断 つ + , 拙奔

b(ii) ､ e を みたす動詞は ､ 起点 - 終結点である ｡

｢ 卒業する+ , 出来
｢出て くる+ , 到

｢ 着く+ , 迭到
｢ 到達する+ , 喜

｢ 発明する+ , 荻得
｢ 獲得する+ , 結婚

｢結婚する+
-

, 汗始
｢始める+ ,

｢ 捨て る+ , 従兄
｢ 出くわす+ , 取得

｢得る+ , 失敗
｢失敗する+ , 死

｢死ぬ+ , 損失 ｢損をする+ , 完成
｢ 完成する+ , 忘

｢忘れ る+ , 栖牲
｢犠牲 になる+
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